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イエスの中の自分（ローマ5:1-8）
　
この世の中で、人々が自分のことを評価するときに、大きく分けると２つあると思います。優越感を持つようになるのか、あるいは劣等感に陥ってしまうのか、その程度の違いはあるでしょうが、大きくは２つの流れではないかなと思います。そして、そのように自己評価をする基準は何でしょうか。それは言うまでもなく人間的なものであり、肉の基準しかありません。それによって「私はこんなによい人間だ、大丈夫な人間だ」、あるいは「私はだめなんだ、これでいいのだろうか」と分かれてしまうのではないかと思います。クリスチャンである私たちは自分自身のことを何を基準にして見て評価しているのでしょうか。世の中の流れに沿って同じ基準、内容で自分を評価したりしているのではないでしょうか。それで自分のことを考えるときに、こういうものだ、ああいうものだといろいろな評価があったでしょう。しかし、信者のクリスチャンの自己評価の基準は、この世の人々が持っているものとは最初から違います。その基準を、メッセージを聞いて、根本から変えていかないといけないと思います。その基準は何でしょうか。それはイエスの中にあってです。イエス・キリストその方が、唯一の自己評価の基準です。それ以外のものを基準としてどこかに入れ込んだり、はさんでいた場合には、２部の礼拝でも申し上げるつもりですが、必ずそれがとげとなって私たちの祝福、またクリスチャンとしての勝利の人生を妨げる邪魔する結果につながるようになります。ですから、今日、礼拝をささげている兄弟姉妹の皆さんは、自己評価、自分のことを、他のどこかではなくて、イエス・キリストにあってイエス様の中にいる自分、それが本物の自分であるということを改めて確認し、そうならばこれからそのような身分であり存在である自分は、何をどうすればよいのかという答えを明確に見つけて突き進んでいただきたいと思います。
パウロは、今刑務所の中で外側にいる教会に向かって手紙を書き送りました。その中でパウロが言っていることです。「キリスト、イエスにあって、イエス・キリストの中にあって、あなたがたはこんなものなのだよ。私たちは実はこのような存在に変えられている。周りの環境や自分の弱さや、また様々な事件や、ときには迫害もあるし、濡れ衣を着せられる場合もあるし、ときにはこの福音運動を邪魔するために真っ赤な偽りを持って人を倒そうとするときもありますが、それにもかかわらずあなたがたはイエス・キリストにあってこういう存在なのです。揺れないように、だまされないように」と勧めています。それで今日、そのことは数えきれないでしょうが、大きく３つのことをぜひ確認し、それが自分自身だということを忘れないようにしていただきたいと思います。

まず第１に、私たちクリスチャンは、イエスの中にあって自分は神様の愛を受けている者だ、神に愛されている人であるということを覚えて、絶対にそこから一歩も離れてはいけません。クリスチャンの中でも、愛情を求めて愛が欲しくて探し求め、そこで様々な失望を経験する場合があります。それから、小さいときから愛情が欠けていたので、親からの愛情、兄弟からの愛情、周りからの愛情に欠けていたので、それがいつもその人の感情、情緒を揺るがし、それに振り回されるようになる場合が多いです。だから、私はこうなってしまうのだ。だから、私には今、愛が必要なのだと。その愛が、求めても、求めても、実は与えられないので、一生、そのようにさまよい続けるしかありません。しかし、礼拝をささげている皆さんは、今日から愛を求めて、私は愛されたことがないので、愛情に欠けていたのでというセリフや文句はすべて捨ててください。もうこれからそういう必要がありません。なぜかと言いますと、親の愛情がなかったとしても、周りから認められることがなかったとしても、私たちはイエスの中にあって神様に愛されているものです。ヨハネ3：16を見ると、「神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに、世を愛された。それは御子を信じる者が、ひとりとして滅びることなく、永遠のいのちを持つためである」とあります。神様は滅びるしかない私たちを愛して、その滅びの運命から、その地獄の人生から助け出した方です。それが神様の愛です。その神の愛を受けている者だという確信を持っていないといけません。今日の聖書を見ても、ローマ５:８を見ると、「私たちがまだ罪人であったとき、キリストが私たちのために死んでくださったことにより、神は私たちに対するご自身の愛を明らかにしておられます」。神様は間違いなく礼拝をささげている皆さん、イエス・キリストを告白している皆さんひとりひとりを愛していらっしゃいます。また、その愛を注いでくださいました。どれほどの愛でしょうか。ローマ５:5をもう一回、見ていただきたいと思います。「なぜなら、私たちに与えられた聖霊によって、神の愛が私たちの心に注がれているからです」。ちまちまとした愛ではなくて、惜しみなく、残すところなく神様は、神のすべての愛をイエス・キリストにあって皆さんひとりひとりに注いで全部与えられました。注がれているということを覚えていただきたいと思います。Ⅰヨハネ4：9‐10を見ても、私たちが先に神様を愛したのではなくて、神様が先に私たちを愛してひとり子イエス・キリストを送ってくださったと宣言しています。そして、この愛はこれから疑ってはいけないし、疑う必要もありません。また、心配などもいりません。ローマ8：39には、どんな被造物も、どんな事件も、天使でさえキリスト、イエスのうちにある神の愛から私たちを切り離すことはできないと言っています。永遠なる愛です。永遠に変わることもないし、奪われることもない愛です。皆さんが少し弱ったときでも、神様の愛には変わりがありません。ずっと皆さんと一緒です。神様はそのように皆さんのことを愛していらっしゃるし、今もその愛は変わりがありません。だから、皆さんの自己評価は何かというと、どんな過去があったのか、今現在、人間的に、また肉体的にどのような状況、条件なのか分かりませんが。一切関係なくイエスの中にあって私は神に愛されている者です。愛されている者は心が冷たくなりません。ぽかぽか暖かくなって余裕があります。冷たい風がばんばん吹き荒れる人生、人間になりません。皆さんがそのような存在であるということを、まず覚えておいてください。
前にもお話ししたように、鏡を見るたびに、特に女性は見る回数が男性より多いでしょうが、見るたびにそこに映っている自分の外見ではなく、今まで人生をどのように歩いてきたのか、そこに映っている自分ではなく、イエスの中にあって自分を毎回、毎回確認しないといけません。私は神に愛されている者です。その愛は変わることがない。皆さんが本当に神様に愛されているのかどうかという根拠、証拠は何でしょうか。多くのクリスチャンが、今うまくいっているから、健康なので、祈ってその自分の願いどおりになったから神様に愛されているという方が多いのですが、それはありうるお話ですが証拠、根拠ではありません。そうすると、そうでないときには、たとえ死の影の谷を歩くときにはどうしましょう。何か悲しいことが起きたときには、病気になったときには神の愛は消えてしまうものでしょうか。皆さんが本当に神様に愛されているという証拠は一体何でしょう。そのために皆さんが神様のことを本当に愛していらっしゃるのかということを確認しないといけません。皆さん、神様のことを愛していらっしゃるのでしょうか。なぜそのように断言できるのでしょうか。ヨハネ5：39-42を見ると、イエス様とパリサイ人と言い争ったときにこのようにおっしゃいます。神様がひとり子御子イエスをキリストとしてあなたのために送ってくださった。でも、そのイエスがキリストだと受け入れない。イエス様のお話しを聞きれようとしないということは、あなたがたの内側に神の愛が見えない。自分の口では「神様のことを愛します」と言っているのですが、神さまを愛するということは何なのかというと、たくさんの献金をささげたり、一生懸命祈ったりすることではありません。他の人のために頑張るということも結果としてありうることでしょうが、神を愛する基準、証拠というものは、神様が私たち罪びとのために送ってくださった約束のキリストがイエス様その方なのだ、イエス様こそキリストだということが分かって信じる信仰を持つ人に対して「神の愛があなたの内側にあるのだね」とおっしゃっています。それが自分が神様を愛しているかどうかの証拠です。ヨハネ3：16-21を見ても、闇の中にいる者は光に来ようとしない。イエスがキリストだと信じようとしない者は、実は闇の中にいるからなのだ。言葉を変えますと、本当に神の愛がその人の中にいると、その人がどんな人であれ関係なく、そのイエス様をキリストとして認めて信じて受け入れるようになるのだという話です。今までは教会でも神様を愛することに対して、教会で一生懸命、奉仕する人は愛する人、そうでないかに見える人は、神に対する愛に欠けているという基準を変えてください。実際にそうかもしれませんが。神様を愛するというのは、神が送ってくださったイエス様がキリストだと信じる信仰です。だから、皆さん、イエス様をキリストとして信じていらっしゃるのでしょうか。そうならば、皆さんは情熱に欠けていても神様のことを愛している方だし、十分に愛していらっしゃる方です。そして、それを裏返して申し上げると、そのように告白するようになる、神に対して本当の愛を持つようになったのは、その前に聖霊によらずにはイエスを主と告白できません。すでに神に愛され、神の愛が注がれている結果です。ですから、皆さんが神に愛されているという証拠、その根拠は、イエス様をキリストとして信じるか信じないかだけです。他に足りない部分や欠けている部分がいろいろあったにしても、それによって疑ったり、揺れ動いたりしてはいけません。自分がイエス様のことをキリストとして信じる信仰を持っているかどうかだけを基準にしてください。その他はすべて捨ててください。それが本当であれば、皆さんは十分に神を愛している方であるし、皆さんは十分にとっくに神の愛を受けて、神様に愛されているということを忘れてはいけません。それだけが基準です。神様はそれ以外には見ていらっしゃいません。あの人は善良な人なのか。性格はいいのか。お金はあるのか、ないのか。昔、泥棒をしていたのか。人のために尽くしてきたのかなどは、神の前には一切無意味です。なぜでしょうか。それでは人間が罪から抜け出すことができません。滅びるしかありません。ですから、イエスがキリストだと信じる信仰以外には、神様は人間とのやり取りの中で基準にする内容がありません。私たちが勝手に勘違いして自分なりに誤解しているだけです。もう一度、イエスがキリストなのか、その告白をしていて今現在、神を愛しているかどうかは今も同じです。今も毎日、すべての場面においてイエスがキリストだと告白し、その信仰を持って認めるかどうかが神を愛するかどうかの戦いです。でも、多くの人がその基準ではなくて、こうしたから、ああなっているから、いろいろな基準を取り上げて混乱してしまいます。それが暗やみの力です。一つだけにしてください。イエスがキリストだと。もし皆さんが過ちを犯して倒れたときでも、神さまを愛することはそこでも必要なのです。もうすでにイエスはキリストだと信じていたし、その弱さの中、失敗の中でもイエス様がキリストですと告白していると、それは神を愛することなのです。他のすべての条件を排除して、いつでもどんなときでも皆さんは自己評価をこのようにしなければなりません。またこのようにして十分、結構なのです。私は神に愛されている者なのだ。これから幸せのために、愛のために必死で頑張って探し求めるような人生はもう私とは関係ない。私は神に愛されている者だ。

その愛によって2番目です。クリスチャンの自己評価は、イエスの中にあって自分は完全に新しく作り変えられた存在だ。これが自己評価です。他の基準ではありません。いきなりその人が性格が変わって、また状況が変わったから新しく変えられたというわけではありません。イエスの中にあって、イエスがキリストだと信じる信仰をもって告白している者であれば、だれでもその人は古い者は過ぎ去り、すべてが新しくなったということを確認しなければなりません。今の外見、肉体的な条件、状況などが昔のままであっても、また弱さも残っているかもしれません。霊的な問題もそのまま残っているかもしれません。それによってついつい振り回されますがだまされないように。それにもかかわらずイエスの中にあって基準は一つだけです。イエスをキリストとして信じる人であれば、その人は完全に新しく作り変えられて新しい存在になったということをいつも喜んでいなければなりません。Ⅱコリント5：17、そこを言われていた人たちは、すべて完璧な人たちではありません。いろいろな問題を抱えていて、パウロに叱られていた教会の信徒です。それにもかかわらず誰でもキリスト、イエスのうちにある者は、古い者は過ぎ去り、すべてが新しくなった。どのよう二でしょうか。パウロはこのように言います。ガラテヤ2：20には、古い者、今までずっと自己評価に振り回されていた、神から離れて存在していた、滅びていた古い者は、十字架とともに死んで新しく作り変えられたということです。ヨハネ1：12には、イエス・キリストを信じて受け入れた者は、神の子どもになる特権が与えられます。神の子どもとして。そして、それは神から生まれた者なのだと言われています。イエスの中にあって皆さん、だまされないように。弱さがそのまま残っており、環境がそのまま残っており、経済的に厳しい状況が、病気が治らないまま残っているからといって、皆さんが変わっていないわけではありません。そういうことを基準にしないでください。それはサタンにだまされます。イエスの中にあって、皆さんは神から新しく生まれた存在であり、ヨハネ3：3には、ニコデモとの会話の中でイエス様がおっしゃっています。新しく生まれなければ神の国を見ることはできません。だから、ただ励ますために「もうあなたが新しくなったのだよ」ではなく、具体的、実際的に、十字架とともに死んで新しく生まれたのです。新しく生まれるためには、過去の自分、前の自分は死ななければなりません。それが十字架の効果です。それが皆さんの自己評価です。過去にずっと引きずられ捕らわれていてはいけません。その痕跡がいまだに残っていたとしても、そういうことに振り回されないでひとつだけ、イエスの中にあって私は新しく生まれたのだ。先ほども申し上げましたように、御子を信じる者は、永遠のいのちを持つ、このような祝福が実は永遠に続くように新しく生まれたのです。いのちというものは、神から離れていた私たちが神様と一緒になったということなのですが、それが一生、永遠に続くものに作り変えられました。これが皆さんの自己評価です。毎日、毎回、鏡を見ながら、別に鏡を見なくてもそうしないといけないのでしょうが、自己評価をそのようにしなければなりません。私は神に愛されて、その愛は今も変わらない。つまり、私には人の愛情などなくても構わない、それが私を満たしてくれたり、そのために私が必死になって切ない思いになったりすることはごめんだ、私とは関係ない。神の愛にひたって、心が豊かになることだけが、皆さんの課題です。それから、イエスの中にあって自分は完全に新しく作り変えられて新しく生まれた者です。

どのようにでしょうか。ローマ8：1-2を見ると、誰でもイエス、キリストのうちにある者は、もう二度と罪に定められることはありません。つまり、今までは神様から離れていて、悪魔の手に捕らわれて罪だらけのものでありましたが、その罪がイエス・キリストによって完全にきよめられ、きれいに掃除されて新しく作り変えられたのです。ヘブル10：10-14はあとで調べてみてください。キリストは十字架においていっぺんに、永遠にすべての罪をきよめて、もう二度といけにえをささげる理由がない。そのようにイエスの中にあって罪が完璧にきよめられ、それから、新しく作り変えられます。なぜそのように罪が完璧にきよめられるかというと、そうでないと神様が私たちのところに来られて、一緒にともにいらっしゃること、ともに住まわれることが不可能なのです。新しく作り変えられたというのは、外見ではなくて、神から離れることによって祝福の存在が滅びの存在に変わってしまいました。その人間に神様が戻って一緒におられることが、新しく作り変えられることです。けれども、罪によってそれが不可能です。イエス・キリストが十字架で血を流されることによって、いっぺんに永遠に完全にその罪をきよめられ、Ⅰコリント3：16に書いてあるように、神様が聖霊を通して、イエスの中にいる私たちの中に入って来られて住まいにし、クリスチャンひとりひとりを神の神殿と呼ぶようになるのです。そのようなことを通して、新しく作り変えられるようになりました。皆さんの弱さや、今の皆さんのレベルや能力などによって、自己評価をしてはいけません。自己評価の基準は、イエスの中にあって、それ以外のすべての基準、根拠を全部消さないといけません。
今日は穏やかにお話ししようとしたのですが、この喜びのすばらしいメッセージを聞く皆さんの顔が、そうでもないような顔になると、声のトーンがまた上がろうとしています。私が静かに話しても、皆さんは心から衝撃が走る、電気に痺れたような衝撃が走るようにならないといけません。外見、人間的な条件がどうであれ、一切関係なく、イエス一つになって、皆さんは完全に新しく作り変えられました。もう一度申し上げます。ヨハネ1：12、神の子ども、ローマ8：15を見ると、神様のこと、神の御怒りを受けるべき存在だった私たちが作り変えられて、神様のことを「アバ、父」と呼ぶ者に変えられたということを覚えていてください。神が永遠に離れることなく皆さんの中に来られて一緒にいる存在です。それで十分、皆さんの過去は死んでまったく新しい者に作り変えられます。それが皆さんです。それが自分の自己評価です。これをしっかり分かって喜ばないと次に進むことが難しいです。何かをやる前に、神様がイエスの中にあって、皆さんをこのように新しく作り変えられたのに、それを信じていないのです。それを喜んでください。そこが第1です。イエス様が最後の晩餐の時に、ヨハネ17：21-23、このようにおっしゃっています。父と私がひとつであるかのように、彼らも一つになるようにしてください。どのように新しく作り変えられたのかというと、三位一体の神様が、私たちの頭では理解できない不思議な三位一体の神の領域なのですが、それに似た感じで彼らも私たちとひとつにしましょう。神様が私たちの内側に入って来られることによって、以前のものは過ぎ去り、神様の代理になれるような存在に作り変えられました。あとで調べてみてください。皆さんクリスチャンの存在、自己評価をあまりにも下げています。ヨハネ17：21-23の中には、神が私に与えられた、この「私」はイエス様のことです。イエス様に与えられた栄光を彼らにも与えてください。イエス様に会った栄光が私たちにそのまま与えられ、私たちをとおしてこの暗やみの世の中に行くときには、イエスの栄光が現れる存在に作り変えられているということを覚えていてください。そのように作り変えられました。何回も申し上げているように、それで王である祭司、世の光というイエス様にしか使わない言葉を、私たちクリスチャンに使っているということを深く考えてみてください。マタイ28：16にも、天においても地においても一切の権威がイエス様に与えられているのですが、その権威がそのまま私に授けられるようになります。そのような存在に作り変えられるようになりました。覚えておいてください。
合わせて申し上げると、エペソ1：3にあるように、天においても地においてもすべての祝福をいただいている者です。すでに、もうとっくにです。どのようにしてでしょうか。イエスの中にあって。まとめて申し上げると、皆さんはどのように自己評価するべきなのかというと、イエスの中にあってすでに、とっくに幸せな者、幸いな者です。だから、世の中の人々は、幸せになるために頑張って汗をかいて成功を目指し教育を受けたりしているでしょう。それが世の流れです。私たちはそこから自由になりました。もうすでに幸せです。幸いなものです。それから、人生の結論、永遠の天国がもう保証されている者であると同時に、今このように完全に新しく作り変えられたと言う内容は何を意味するかというと、幸せなものが保証されている結論に向かって歩んでいくプロセスの中で、イエス様の仕事、神の御心を全うすることに十分な存在です。そのように作り変えられているということを覚えていてください。

その結果、最後です。イエスの中にあって自己評価は何かというと、自分は人生のテーマが変わった存在です。本来の人間、元々の人間は、神のかたちに作られて、神様が全てを備えられていらっしゃるから、その中にあって安息を味わっていました。ですから、食べ物も全部与えられていたのです。川も用意されていて何を食べてもいいと。だから、人間が仕事をやってこれから人生を生きる理由は、食べていくために、成功のためにではありません。すべて備えられているから、それをもって安息を味わいつつ、神を信頼し神の栄光を現すことが人間の仕事でした。それが本来の人間です。しかし、創世記3章以降、罪を犯した以降、神から離れ神のすべての祝福が断たれてしまった後は、どのようにテーマが変わったのかというと、生き残るために、生きるために頑張るしかないというようにテーマが変わりました。生き残るために、死なないために、仕事をして、一生懸命勉強するような存在に変わりました。それが今普通に当たり前になっているから感覚がないでしょうが、本来の人間が何か分かれば、それが間違っているテーマ、結局、罪から生まれたテーマであることが分かるようになります。イエス・キリストによって新しく作り変えられて、その神がともにおられ、神の祝福を取り戻した以上、人生のテーマは、世の中の人のテーマ、今までの私たちのテーマ、生き残るために、生きるために頑張っていくということではなく、テーマが変わります。元のテーマに戻ります。神の栄光を現すことがテーマです。アダムの時には、神の栄光を現すことが、すべての万物を神の代わりに統治しながら神の栄光を現すことでした。しかし、罪を犯したあと、イエス・キリストが来られて、イエス・キリストによって新しく作り変えられた私たち、神の子どもとして作り変えられて幸いな者になっている私たちは、神の御心、栄光を現すことは何でしょうか。イエス様がおっしゃいました。何を食べるか、何を飲むか、なにを着るかなどのテーマは、神を知らない、神の祝福が断絶されている異邦人のテーマではないのか。あなたがたはイエスがキリストだと信じている者でしょう。そうならば、神があなた方とともにいるし、あなたがたは作り変えられた者だ。そこから自由になっているので、これからはそういうテーマからは早く抜け出して、神の国と義を第一に求めなさい。これがテーマです。自己評価がしっかりできていないと、自分なりに信仰生活するつもりで一生懸命、頑張るつもりなのですが、神様と合いません。聖書に基づいてしないといけません。恵まれた。病気が治った。胸がジーンときました。涙を流した。でもテーマは以前と同じです。どうすれば食べて行けるか。どうすれば成功するかと、そればかりです。神の国と神の義を求めなさい。他は私たちがテーマになる必要がないほど祝福されている者です。今は神の栄光を現すということが、神の国と義を求めることです。それを簡単に言うと、いまだに神のかたちに作られた尊い人間が罪に捕らわれて、悪魔に制せられて、偶像崇拝にまみれて滅びに向かっているのです。暗やみの力が諸国の民を覆っているのです。そこでイエスの光を放つことによって、暗やみの力が砕かれて、悪魔に制せられている魂がそこから救い出されて神の国がそこに臨まれること、福音宣教、それが地の果てにまで世界宣教、世界の福音化こそが、神の栄光を現すことです。それが私たちのテーマです。イエス様が最後におっしゃいました。天に昇られる前に、神の国をテーマにして、これからの時代は神の国がテーマだと教えたのに、弟子たちが質問しました。「イエス様、このユダヤの国が独立するときはいつなのでしょうか」と。それが依然としてテーマなのです。そこで怒ったという言葉はありませんが、自分が見るにイエス様はたぶん歯がゆい思いをしながら、「それはあなたがたは知らなくてもよい。それはもはやテーマではない。聖霊が臨まれるとエルサレムから地の果てにまでイエスの証人となる。これがテーマだ」。このテーマに一つになった教会が初代教会です。その同じテーマを持ってある人は技術者として、ある人は社長になって、ある人はフルタイム伝道者になって、お互いに同じテーマを持って互いに手を取り合うことが、ローマ16章の内容です。どういう人生、どういう仕事をするのか、どんな専門分野なのかなどは、クリスチャンにとってそんなに大きな第一のテーマではありません。皆が、世の中の人は知らないけれども、心のうちは通じ合うひとつのテーマによって、血を分け合って命をかけるのです。そのテーマで持って、あなたはこれから社長になってそこで伝道しながら、その社長の答えを持ってアフリカにも日本にもあらゆるところに福音がどんどん広まっていくことのために貢献しようではないか。私はそうするから、あなたは自ら自分の体を持ってアフリカに行きなさい。私が全部、サポートするから。そういうことを教会と言います。しかし、テーマが変わらないと、混乱してしまいます。
今朝も聖書を読みました。迫害を受けたときに、彼らはこの迫害も神様の御心を成し遂げられるために預言されているものが分かります。ちっとも揺れないで、逆にこの神の国というテーマが固まって心を一つにして大胆にみことばを伝えたと言われています。私たちはテーマが変わったものです。問題はクリスチャン自分自身がいまだに変えていないのです。そこがすべてです。なぜ皆さん、いろいろなことで不安になり、悩んだり、悲しんだり、つまずいたり、すねたりするのでしょうか。そうせざるをえない理由があると思うのでしょうが、実はテーマが変わっていないから余計な者にいつまでも引っかかるのです。テーマを変えなさいという神様のサインです。でも、終末の時代は、これがテーマなのだという話を聞きたくなくて、自分のテーマを満足させる話し手を自分でお金を出して連れてくる時代が来ると言われています。結局、そのように分かれていくようになるでしょう。クリスチャンは自己評価を世の中の人のように、何を食べるか、何を飲むかをテーマにしないで、聖なるテーマを持って生きる尊い存在です。Ⅰコリント9：19-22を見ると、このテーマが変わった、これに誇りを持っている者は、このようになります。ユダヤ人にはユダヤ人のように、律法ある者にはある者のように、ない者にはない者のように、金持ちには金持ちのように、貧乏人には貧乏人のように、カメレオンみたいに。それこそが自由です。なぜでしょうか。このテーマがはっきりしているから、ひとりでも魂が救われることのためであれば、それを基準にして何事でもできるということです。これがクリスチャンです。誰も止められません。これこそが勝利者です。

そして、このテーマのために私たちができないとご存知の上でともにおられるだけではなくて、聖霊充満を約束されました。できないことは何一つありません。問題はテーマが変わっていないのです。変わっていないまま教会が流れていきますと、人が多くなるか関係なく時間が流れるにつれて必ず宗教に変わります。今それを見ているのではないでしょうか。宗教と同じテーマなのです。神社に行ってお願いするのと、お寺に行ってお願いするのと、同じテーマを持ったままイエス・キリストと呼ぶときには、時間が流れると宗教に変わるしかありません。それにともなって国や民族に災いが襲いかかってくるようになります。本当はこのように深刻なトーンで言うつもりではありませんでしたが、これがみな自己評価です。イエスの中にあって自分は仕事が何であれ、どこにいようが核心になる人生のテーマは神の国と義を求める、イエスがキリストですと福音宣教のみことばの運動です。これにもしここにいる人たちが心ひとつにした、聖書を見ると心ひとつというのは、皆で一緒にしましょうではありません。仲良くなりましょうではなくて、立場も違う、レベルも能力も違うのに皆が同意したということです。これを中心において、先ほど申し上げましたように、「あなたはこっちに行きなさい。あなたはこれをしたらどうか。皆これを合わせて世界宣教をやろうじゃないか」ある人は「送るからあなた行きなさいよ。私は交通費を用意するから」。交通費を要するために用意するために大学教授をやっているのですが、これは別々、バラバラではありません。このために。だから、行く人だけが偉いわけでもありません。皆同じ思いなのです。テーマはひとつです。世界宣教です。皆さんの現場の福音化です。時代によって、様々なことによって、思想がいろいろ変って、結局、教会で聖書が言っていることまったく違うものになって、それが教会に入って来ます。それで教会のテーマをいつの間にか変えてしまうのです。覚えていてください。
まとめましょうか。皆さん、自分は誰でしょうか。イエスの中にあって、これ以外の基準は全部捨ててください。たとえ皆さんが障害を抱えていても、離婚した経験があるにしても、基準ではありません。イエスがキリストだという信仰、これがあれば神に愛されている者、完全に作り変えられて、神の国、福音宣教のために十分それが全うできる存在に作り変えられて、そのために神様が歴史の主人公として勝利を与えられる存在です。その自己評価を持って、今日から自分を見る基準をイエス・キリスト一方に固定しましょう。ぜひ戦ってください。そして、現実、自分の外見によって、足が止められないように、翻弄されも恕わされないようにしてください。惑わされると聖なるテーマの方に移れないのです。聖なるテーマ、福音宣教に自分の生涯を合わせましょう。必ず成就しますから。それから、必ずこの通りに、この聖なるテーマが私の歩みを通して成就するということに対しての確信を持って祈りを続けるようにしましょう。理由がありません。今までダメだった。関係ありません。この祈り以外には、私たちの祈りはありません。神の国と義を求める祈りを辞めないでください。確信を持って。なぜでしょうか。皆さんがそのような存在ですから。そのためにイエスが血を流されて皆さんを新しく作り変えられました。どのようにでしょうか。神の国と義を求めて、イエス様の代わりに、イエス様の代理として、イエス様みたいに、それが全うできるために皆さんを作り変えられたのです。覚えて、自己評価にぜひ成功していただきたいと思います。
 (祈り)

　愛する天の父なる神様。今日も神様のみことばをひとりひとりが握って、神が喜ばれる自己評価に毎日成功し、神様が新しく私たちに与えられました人生のテーマ、福音宣教のために祈り、またその成就を体験できるように。それで、残りの生涯が神の契約のレールの上に乗って歴史の主人公としての人生になるようにひとりひとりを導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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